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１

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、

　
自
分
の

命
は
、
誰
が

守
る
？

台
風
第　

号
の
爪
痕

　
10
月
12
日
（
土
）
に
本
州
に
上

陸
し
た
台
風
第
19
号
は
、
日
本
各

地
で
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
、
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
、
12
日
の
降
水
量

（
２
３
２
㎜
）
と
最
大
瞬
間
風
速

（
22
・
２
ｍ
）
が
、
ど
ち
ら
も
観

測
史
上
最
多
・
最
大
を
記
録
し
ま

し
た
。
桐
生
川
も
、
は
ん
濫
危
険

水
位
を
越
え
、
初
の
「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
「
避

難
勧
告
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勧
告
で
、
市
内
で
は

２
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
避
難

し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
人
命
に

関
わ
る
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

床
下
浸
水
や
道
路
の
陥
没
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

　
一
方
で
、
県
内
他
市
で
は
死
者

が
出
た
ほ
か
、
建
物
の
全
壊
な
ど

重
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
近

隣
の
佐
野
市
や
足
利
市
で
も
、
川

の
堤
防
決
壊
や
越
水
に
よ
る
床

上
・
床
下
浸
水
、
橋
の
崩
落
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
佐
野
・
足
利
市
を
支

援
す
る
た
め
、
両
毛
６
市
に
よ
る

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

佐
野
・
足
利
市
か
ら
の
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
や
収
集
運
搬
、
被

災
者
へ
の
市
営
住
宅
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害

　
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な

被
害
を
出
す
豪
雨
災
害
が
起
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
豪
雨

だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
、
地
震

に
よ
る
災
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
が

次
に
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
災
の
考
え
方

　
皆
さ
ん
は
防
災
に
関
す
る
「
自

助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

「
自
助
」
は
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
共
助
」
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

表１　市内の被害状況

被害の種別 件数

住宅一部損壊 ５件

床下浸水 ３件

土砂流出 20件

土砂崩れ 10件

河床のえぐれ ２件

護岸の崩れ 17件

道路の陥没、舗装の剥がれ、
石積の崩れ、路肩の崩れ

４件

林道被害 11件

その他（水路・側溝のつまり、
倒木、冠水など）

106件

合計 178件

（10月 25日時点）
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１. 梅田町一丁目（金沢上流）で土
砂流出／２．避難所の様子（境野小
学校）／３. 佐野市への職員派遣（ご
み分別作業）／４. 佐野市での災害
廃棄物の収集運搬（清掃センターか
らの支援）／５. 足利市からの災害
廃棄物の受け入れ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
力
を
あ
わ
せ
る

こ
と
で
、
「
公
助
」
は
、
国
・

県
・
市
町
村
な
ど
が
、
個
人
や
地

域
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
発
生
時
に
大
事
な
の
は
、

ま
ず
「
自
助
」
で
す
。
「
自
助
」

で
足
り
な
い
も
の
を
「
共
助
」
で

補
い
、
「
共
助
」
で
は
難
し
い
部

分
を
「
公
助
」
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

と
い
う
の
が
防
災
の
基
本
的
な
考

え
方
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
族
も

含
む
「
自
助
」
で
約
67
パ
ー
セ
ン

ト
、
近
隣
住
民
な
ど
の
「
共
助
」

で
約
31
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
救
出

さ
れ
、
「
公
助
」
で
あ
る
自
衛
隊

な
ど
に
よ
る
救
出
は
２
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
消
防
隊
や
自
衛
隊
が

来
る
の
を
待
つ
前
に
、
自
分
た
ち

で
助
け
ら
れ
る
命
は
自
分
た
ち
で

助
け
る
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
、
と
い
う
意
識
と
行
動
が
多
く

の
命
を
守
る
の
で
す
。

命
を
守
る
行
動
を

　
台
風
第
19
号
に
関
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
な
ど
で
は
、
「
命
を
守

る
行
動
を
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り

返
し
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分

の
命
を
守
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
自
宅
で
で
き
る
準
備
、
今

か
ら
で
き
る
準
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

２

３

４

５

第 16 区自主防災会会長
田村光市さん（川内町五丁目）

市と連携し、住民が
安心して避難できるようにしたい。
台風前日から、自主防災会の役員などを通して地区全体に
避難準備を呼びかけました。12日は避難所を開設後、す
ぐに避難者が集まり始め、協力して誘導や物資の配布を行
いました。日頃の備えの成果が発揮できた点もありました
が、課題もあったため、避難所開設・運営に関するマニュ
アルについて、今後は関係機関と共同で作成したいと感じ
ました。また地区の被害状況を、11 月に行われた「かわ

うち文化祭」で展示したと
ころ、多くの住民から反響
があり、防災意識の向上に
つながったと感じています。

自助

共助 公助
連携

インタビュー
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「災害は自分の身に起こる」

と想像することが大事です。

自分事として捉え、できるこ

とから始めましょう。

災害に備える

事前の準備

01  ハザードマップを
 確認。
昨年、各家庭に配布したハザードマップでは、住む

地域の危険な場所や避難場所などを確認すること

ができます。地震や土砂災害、洪水など、災害の種

類によって避難場所が異なる地域もあります。

02  桐生ふれあいメールに
 登録。
アクセス集中で市ホームページが見られない場合で

も、必要な情報が携帯電話にメールで届きます。まだ

登録していない人は、ぜひ登録しましょう。

ＵＲＬ：https://service.sugumail.com/kiryu/member/

03
持ち出し品や
備蓄品を準備。
避難を想定し、非常食や水、毛布、救急医

薬品などの非常持ち出し品を準備しましょ

う。持ち出せる量を、両手が自由になる

リュックタイプに入れるのがおすすめです。

また、家庭における食料や水などの備蓄品

は、最低でも３日分程度を目安に、可能で

あれば一週間分を備えましょう。
加藤正幸さん
（広沢町七丁目）

日頃から「避難時は何を持って
いく？」と家族で話しています。
防災士の資格を持ち、災害に備えています。避難する

際、我が家では各自のリュックに衣類や日用品などを

入れ、大容量のバッグに全員の寝袋、雨具、毛布、救

急セット、食料と水、保険証などを入れて持ちます。

慣れない避難所で

もなるべくリラッ

クスできるよう、

いつも使っている

ものを用意するよ

うに話しています。

安全安心課　星主任

お
持
ち
で
な
い
人
は
、
市
役
所

４
階
の
土
木
課
、
３
階
の
安
全

安
心
課
へ
！

防災ラジオもおすすめ！

インタビュー

【警戒レベル３】

高齢者等避難開始

土砂災害に関する避
難

準備・高齢者等避難
開

始の発令

台風の接近に伴う大
雨

により、土砂災害の
危

険性が高まることが
予

加藤さんご一家と非常持ち出し品



災害が迫ってきたら

早めに行動

01  まずは、情報収集。
気象情報や避難情報に注意しましょう。情報を得る手段として

おすすめなのがテレビのデータ放送です。自宅にテレビがあれ

ば、誰でもリモコンのｄボタンを押すだけで最新の情報を取得

できます。市ホームページや桐生ふれあいメール、防災ラジオ

などでも情報を伝達します。

大
雪
や
凍
結
に
も
ご
注
意
を

　
停
電
に
備
え
る

　
降
雪
時
に
は
倒
木
や
雪
の
重
み

で
電
線
が
切
れ
、
停
電
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
停
電
が
長
期

化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

食
料
や
水
の
ほ
か
に
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
電
気
に
頼
ら
な
い
暖
房

器
具
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

運
転
す
る
と
き
は

・
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ

や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
状
態
な
ど
、
車

両
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ
を

避
け
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
る

な
ど
普
段
以
上
に
安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

雪
解
け
後
も
注
意
を

　
雪
解
け
が
始
ま
る
と
、
朝
晩
の

冷
え
込
み
で
路
面
が
凍
結
し
、
滑

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
道
路

上
の
白
線
部
は
、
乾
い
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
薄
い
氷
の
膜
が
で

き
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

外
出
の
際
は
、
い
つ
も
よ
り
歩
幅

を
小
さ
く
し
て
、
時
間
に
ゆ
と
り

を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
車
で
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を

・
優
先
除
雪
区
間
を
定
め
て
除
雪

を
行
い
ま
す
。
優
先
除
雪
区
間
に

つ
い
て
は
、
群
馬
県
桐
生
土
木
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

・
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
、
通
行
止
め
規
制
を
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
通
勤
や
通
学
時
間
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
、
深
夜
、
早
朝
の
除
雪

作
業
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
除
雪
車
か
ら
は
皆
さ
ん
が
見
え

な
い
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険
で

す
の
で
、
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
本
格
的
な
冬
が
来
る
前
に
、
大
雪
に
備
え
て
、
各
家
庭
で
早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
降
雪
時
は
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課
防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）

ま
た
は
土
木
課
維
持
係
（
☎
内
線
６
１
９
）
へ
。

02  余裕をもって、避難。
自宅が土砂災害警戒区域や浸水想定区域に該当している人は、

その区域外の、親類や知人宅などの安全で安心できる場所へ避

難しましょう。近くにそういった場所を確保できない人のため

に、市でも自主避難所や指定避難所を開設します。

問い合わせは、安全安心課防災

係（☎内線415）、桐生ふれあい

メールについては、広報課シティ

ブランディング推進担当（☎内線

507）へ。
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